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【 は じ め に 】  

 糖 尿 病 に 合 併 す る 糖 尿 病 性 腎 症 は 、 わ が 国

に お け る 慢 性 透 析 療 法 導 入 の 原 因 疾 患 の 中 で

第 一 位 を 占 め て い る 。 本 症 を 早 期 に 発 見 す る

手 段 と し て は 、 尿 中 微 量 ア ル ブ ミ ン 検 査 が 有

用 で あ る と さ れ て い る 。 今 回 、 特 定 健 診 受 診

者 を 対 象 に 尿 中 微 量 ア ル ブ ミ ン 検 査 を 行 い 、

健 診 結 果 と の 関 係 を 検 討 し た の で 報 告 す る 。  

【 対 象 と 方 法 】  

 Ｍ 町 で 特 定 健 診 と 尿 中 微 量 ア ル ブ ミ ン 検 査

を 同 時 実 施 し た 40 ～ 74 歳 の 受 診 者 241 名 を 対 象
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と し た 。 尿 中 微 量 ア ル ブ ミ ン 検 査 の 測 定 に 関

し て は 随 時 尿 を 用 い 、 尿 中 ア ル ブ ミ ン と ク レ

ア チ ニ ン を 同 時 に 測 定 し て そ の 比 を 求 め 、 こ

れ を 指 数 （ mg/g ・ Cr ） と し て 用 い た 。 判 定 区

分 は 、 尿 中 ア ル ブ ミ ン 値 が 10.0mg/g ・ Cr 以 下 を

Ⅰ 群 、 境 界 域 の 10.1 ～ 29.9mg/g ・ Cr を Ⅱ 群 、 30.0 ～

299.9mg/g ・ Cr を Ⅲ 群 、 300.0mg/g ・ Cr 以 上 を Ⅳ 群 と

し 、 各 群 に つ い て 比 較 検 討 し た 。  

【 結  果 】  

各 判 定 区 分 群 の 内 訳 は 、 Ⅰ 群 180 名 （ 74.7 ％ ）、

Ⅱ 群 39 名 （ 16.2 ％ ）、 Ⅲ 群 19 名 （ 7.9 ％ ）、 Ⅳ 群 3 名

（ 1.3 ％ ） で あ っ た 。 い ず れ の 群 も 男 女 比 に 大

き な 差 は 無 く Ⅰ 群 が 約 7 割 を 占 め て い た 。 健

診 結 果 か ら ７ 疾 患 （ 血 圧 、 腎 ・ 尿 路 、 糖 、 脂

質 代 謝 、 肝 臓 、 血 液 一 般 、 痛 風 ） の 判 定 区 分

と 各 群 の 分 布 を 比 較 検 討 し た と こ ろ 血 圧 と 脂

質 代 謝 で は 群 間 に 差 が 認 め ら れ た が 、 肝 臓 、

血 液 疾 患 、 痛 風 で は 大 き な 差 は な か っ た 。 腎

・ 尿 路 、 糖 代 謝 疾 患 に つ い て は 、 母 数 が 少 な

か っ た Ⅳ 群 を 除 き 、 群 間 に 異 常 な し 判 定 の 差
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と 減 少 傾 向 が 見 ら れ た 。 ま た 、 正 常 域 の Ⅰ 群

と 境 界 域 の Ⅱ 群 に 限 定 し て 各 検 査 項 目 の 比 較

検 討 を 行 っ た 結 果 、 糖 代 謝 疾 患 の HbA1c を 除 き

他 の 比 較 項 目 で 有 意 差 が 認 め ら れ た 。  

【 考  察 】  

（ １ ） 糖 尿 病 性 腎 症 な ど の 慢 性 腎 臓 病 CKD

で は 、 ア ル ブ ミ ン 尿 、 蛋 白 尿 、 血 尿 の 存 在 と

推 算 糸 球 体 濾 過 量 eGFR の 低 下 と に よ り 分 類 定

義 が な さ れ て い る 。 今 回 の 検 討 で も 腎 ・ 尿 路

疾 患 に お い て 、 尿 中 微 量 ア ル ブ ミ ン と 腎 機 能

と の 関 係 を 強 く 示 唆 す る 成 績 が 得 ら れ た 。  

（ ２ ） 今 回 は 健 康 診 査 時 に お け る 尿 中 微 量

ア ル ブ ミ ン 検 査 を リ ス ク 分 類 せ ず に 対 象 者 全

員 に 実 施 し た こ と で 、 全 体 に 占 め る ハ イ リ ス

ク 者 の 分 布 や 割 合 が 確 認 で き た 。  

（ ３ ） 正 常 域 の Ⅰ 群 と 境 界 域 の Ⅱ 群 で は 、

腎 ・ 尿 路 疾 患 と 糖 代 謝 疾 患 を 有 す る 受 診 者 に

お け る 検 査 項 目 に お い て 有 意 の 差 が 認 め ら れ

た 。  

【 ま と め 】   
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糖 尿 病 で は 早 期 腎 症 期 に 至 る 前 の 段 階 で 血

糖 や 血 圧 、 脂 質 等 を 適 切 に コ ン ト ロ ー ル す れ

ば 、 腎 障 害 に 至 る の を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き

る 。 そ の た め に は 、 タ イ ミ ン グ 良 く 保 健 指 導

や 受 診 勧 奨 を す る こ と が ポ イ ン ト に な る の で 、

リ ス ク 保 有 者 に 尿 中 微 量 ア ル ブ ミ ン 検 査 を 実

施 す る こ と は 受 診 者 へ の 情 報 提 供 上 の 価 値 を

高 め る 上 で 有 効 で あ る と 思 わ れ る 。  


